




































































































































































































ロジャーズはClient-Centered Therapy（Houghton Mifflin Company, paper covers, 
1965）の中で述べている。
“I am utterly inadequate in dealing with mechanical things, and this is one evidence 
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of general inadequacy.” （p. 526.）
This is an introjected concept and its associated value, taken over by the individual 
from his parents.  The quotation marks indicate that it is perceived as if it were 
the direct sensory experience of failure with all mechanical things, but it is not. 
The experience was, “My parents regard me as inadequate in the mechanical 
field”; the distorted symbolization is, “I am inadequate in the mechanical field.” 
The basic reason for the distortion is to guard against losing the important part of 
the self-structure, “I am loved by my parents.”  This leads to a feeling which may 
be schematized thus: “I want to be acceptable to my parents and hence must 














































































実践というのは英語で言えば、practiceであろう。Erich FrommはThe Art of Loving
（Harper & Row. Publishes, First Perennial Library edition, 1974）の最初で、“first I 
shall discuss the theory of love̶and this will comprise the greater part of the book; 
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and secondly I shall discuss the practice of love̶little as can be said about practice 

















































Under certain conditions, involving primarily complete absence of any threat to the 
self-structure, experiences which are inconsistent with it may be perceived, and 


















































As the individual perceives and accepts into his self-structure more of his organic 
experiences, he finds that he is replacing his present value system̶based so 
largely upon introjections which have been distortedly symbolized̶with a 






（a） “I am utterly inadequate in dealing with mechanical things, and this is one 
evidence of general inadequacy.” （p. 526.）
「私は機械がまったくだめなんです。これは私が駄目人間である一つの証拠です。」
（b）I experience failure in dealing with mechanical contrivances. （p. 526.）
私は機械操作の失敗を経験する。
（c）Experience of succeeding with a difficult mechanical operation. （p. 527.）
難しい機械操作に成功した経験
The Alteration of Personality in Therapy（p. 530.）
療法における人格の変容
（a） I realize my parents felt I was inadequate in mechanical things, and that this 
had a negative value for them. （p. 530.）
私は、私が機械音痴だと両親が思っていたことに、そして、それが両親にとって好ま
しくないことだったと気づいた。
（b）My own experience confirms this evaluation in a number of ways. （p. 530.）
自分自身の経験がこの評価を確証することが幾度かある。
（c）But I do have some competence in this field. （p. 530.）
しかし、私は機械操作にちょっと能力を持ってはいる。
上記の説明でロジャーズは「人格の変容」という用語を使用している。しかし、その
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事例は相談者の認知が来談者中心療法により修正されたことを示唆している。ゆえに、
認知の修正は来談者中心療法で人格の変容を起すために実践されていたと気づけるので
ある。
以上、認知の修正について触れたが、自律神経失調症の根本的治癒が必要なケースで
は完全にカウンセリングの領域に入り、相談者がある特定の状況に置かれたときに強く
感じる不安や怒りや失望の原因となる「歪められた認知」や「イラショナル・ビリーフ」
や「禁止令」と名付けられている認知を発見し、修正する必要がある。
認知の修正の際に筆者が相談者に質問する切っ掛けとして「何か、こうしなければい
けない、とか、こうしてはいけないと強く思っていることはありませんか？」とか「何
か、こうしなければ気持が落ち着かないことがありませんか？」というように話しかけ
る。
また、同時に、修正すべき認知を生じさせる人間関係の意識化も重要となる。私たち
は誰でも幼い時には両親に依存しなければ生きていけない。養育期の子どもたちにとっ
て親子関係は必然的に支配服従関係になってしまう。自律神経失調症を改善するために
認知の修正が必要なケースでは、どのような支配服従関係が相談者の超自我を発達させ
たり、認知を歪める結果となったかを意識化する必要がある。相談者がその支配服従関
係を意識化し、その関係から可能な限り自由になるようカウンセラーは支援する必要が
ある。相談者が無意識に囚われている支配服従関係に触れる場合の切っ掛けは、「日常
生活の中で誰か苦手な人はいませんか、怖い人とか？」とか「自分が逆らうことのでき
ないような人が身近にいませんか？」というような質問をして自己開示を促すようにし
ている。
このような相談の過程を経て、修正すべき認知とそれを生じさせた支配服従関係を意
識化し、人間関係の修正を支援することができる。
以上、第三部では自律神経失調症を改善する傾聴の実践について説明した。最後にも
う一つ言及すべき意識化がある。相談者が自分の支配服従関係を意識化し、その関係か
ら可能な限り自由になるようカウンセラーが支援する際、カウンセラーと相談者の関係
は「安心できる」「信頼関係」となり、両者共に温かい気持を感じることになる。この
温かい気持は、フロイトが「患者と医師とのあいだに特別な感情の結びつき」と示唆し
た気持であり、ロジャーズは「受容」、バーンズは「ストローク」と名付け、一般的に
は「愛」と呼ばれている。だからこそフロイトはこの「信頼関係」を損なうことのない
ように異性間においては「転移」「逆転移」と名付けてカウンセラーが性的誘惑を意識
化し、避けるよう示唆した。恋はドーパミンとノルアドレナリンが分泌される楽しい現
象であり、交感神経の活性化を促す。しかし、決して「安心」や「信頼関係」により副
交感神経を活性化する行為ではない。愛の目的は、相談者の認知を歪めさせた支配服従
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関係を彼や彼女が自ら断ち切るよう支援することと言えよう。相談者はカウンセラーと
の自由で平等な関係を実感する今ここでの温かい人間関係の中でしか自律神経失調症を
改善することはできないと言えよう。
結論
以上、この論では、カウンセリングの「傾聴」という技術が心の病も含む「自律神経
失調症」を改善できる可能性を明確にした。先ず、傾聴の治療的効果に関する理論を提
示し、次に、それを臨床の場で使用する方法を提案した。傾聴を中心とする日本のカウ
ンセリングが自律神経失調症の治療過程に応用されることを願ってやまない。
 （本学非常勤講師）
